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先進技術を担い

世界へ羽ばたく

エンジニアを育成

　先進技術を担うエンジニアの育成を目標とする工学部

は､機械工学科､電気電子工学科､コンピュータ理工学科、

情報メカトロニクスエ学科､土木環境工学科､応用化学

科､先端材料理工学科の７学科で構成されています。

　工学部では､専門技術を身につけるために必要な数

学･物理などの工学基礎科目､コミュニケーション能力･英

語能力養成科目やエンジニアリングデザイン能力゛養成

科目を系統的･効果的に履修できます｡こうした充実した

教育体系により､社会的な課題に実践的対応ができる優

れたエンジニアを養成します。

問題設定力･構想力･創造性･種々の学問や技術の統合化･応用能力

などこれからのエンジニアに必要不可欠な能力。

４

●

心 ｀

j!



｢わかり始めると､面白くなる｣

エンジニアに欠かせない基礎学力､好奇心をグングン伸ばします。

山梨大学工学部　3つの特徴

少人数教育

山梨大学は徹底した少人数教育を実

践｡卒業研究も教員一人に対し､学生は

3人以下で､含め細かくレベルの高い指

導を行っています。

(ontents

キャリアハウス

基礎力を磨き､次のステップヘ｡専任の　　１年次から関心のあるテーマに携わる

教員が常駐する自習室｢フィロス｣は､学　｢キャリアハウス｣は､自分の可能性を発

生同士が互いに助け合い､刺激を与え　見し､大きな成長を遂げる第一歩になっ

合いながら学力を高めます。　　　　　　　ています。
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特集山梨大学の特色ある取り組み
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学科紹介　゛　　　　　　　　　　　　・

機械工学科‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥08

電気電子工学科‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥09

コンピュータ理工学科‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥10

情報メカトロニクスエ学科‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥11

土木環境工学科‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥12

13
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先端材料理工学科…‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥14
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共に考えたり､教え合ったり､議論をしたり…

｢共創学習｣という学びのスタイルが知識を深める。

　｢フィロス｣とは､ギリシャ語でお互いに支

え合う愛､あるいは知的な愛を意味します。

　山梨大学の取り組みのひとつである共創

学習支援室フィロスは､工学部の学生が､学

年や学科の壁を越えて自主的に集まり､学習

交流を行う場｡学内にフィロス専用室を用意

し､平日の午前10時から午後8時まで､学生

に開放しています｡また､学生の伸びる才能

を伸ばし､足りない部分を補うべく､数学と物

理を専門とする教員各1名が常駐し､グルー

ときには議論をしたりする場面も

03　UNIVERSITY OF YAMANASHI

ざ_a

プ学習や個人学習､そして共創学習の支援

を行っています。

　フィロス利用者は年々増加して､平成23年

度以降は１日平均50名になり､試験前など

の繁忙期にはフィロス専用室だけではなく、

専用室のある建物内の会議室も臨時フィロ

スとして利用するようになりました。

　フィロスの特徴は､単純な質問部屋では

なく､仲間同士の切磋琢磨の場所になって

いること｡フィロスを常時利用している学生

の多くは､それ以外の学生に比べ､入学時の

成績に関わらず学力が増進しているという

調査結果がでています。

　このように基礎力を磨いた学生が１年次

から関心のあるテーマに参加することので

きるキャリアハウスで活躍し､その経験をも

とにフィロスで友人だちと吉らなる勉学に打

ち込んだり､活発に議論し学ぶ姿勢が他の

学生に良い刺激を与えたりと､フィロスは

様々な相乗効果をあげています。

仲間どうしで教え合ったり､和気あいあいの雰囲気

たくさんの学生が集まり､熱気あふれるスペース



｜

フィロスってどんなところ？

フィロスを利用している学生､専任の指導員の先生に伺いました。

楽しい雰囲気の中で､お互いに良い刺激を受けています。

　山梨大学は､いろいろと特色ある取

り組みをしていて､僕がよく利用してい

るフィロスというグループ学習室もそ

の一つです｡ここは､工学部の学生が

気軽に集まって学習する場所になって

いて､放課後などは､自然に学科のみ

んなが集まってきます｡ただ静かに勉

強するというのではなく､知識を交換

したり､議論しながら問題を解決した

り､試験の前には苦手なことを教え

合ったり､とても楽しい雰囲気の中で

学習することで､お互いに良い刺激を

うけています。

● ● ■ ● ● ■ ■ ● ‐ ■ ■ ●

　フィロスには､専任指導員の先生が

二人常駐してくださり､わからないこと

はすぐに質問できるので､自分の学力

に自信をなくしたときには､ここを利用

するのも良いと思います｡質問にはこ

ちらが納得いくまで丁寧に教えてくれ

るけれど､学生たちが議論していると

きには､黙って見ていてくれる｡先生方

のそうした距離のとリ方も､僕たちの

成長を助けてくれていると思います。

　まだフィロスに足を運んだことのな

い人は､ぜひ利用してほしいですね。

きっと勉強が楽しくなります。

専任の指導員が在室し､幅広いサポーﾄを行っています。

　2人の専任指導員のどちらかが在室

しているように調整し､学生の求めに

従って幅広いサポートをしています。

もっとも､みんながみんな助けを求め

て来るかと言えばそうではなくて､実際

には､僕らを横目で見ながら自分たち

でワイワイとやって問題を解決していく

姿も多々見受けられます｡見ていると、

みんなとても楽しそうで良いですよね。

　大学の授業は高校と随分様子が違

いますから､入学したばかりの頃は衝

撃を受ける学生もいるでしょうし､教科

によっては｢ついて行けない｣と落ち込

むこともあるでしょう｡そうした場合に

は､できるだけ早く来て助けを求めてく

れると､僕らも手を差し伸べやすい｡そ

れから､大学の先生にはなかなか声が

かけづらいという学生も､僕らとなら気

軽に話ができるでしょうから､まずはこ

こへきて大学の教師と学生の関係に慣

れるというのもいいかもしれません。

　大切なのは､今できるかどうかでは

なく､やる気があるかどうか｡入り口で

成績が悪くても､ここで切磋琢磨するう

ちにどんどん伸びていきますから､尻

込みしないで覗いてみて下さい。

●
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先端材料理工学科2年 矢崎智昌くん

左から､山浦浩太先生　坂野斎先生
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幅広い知識や技能は、

1年次から関心のある研究テーマに

夢中になることで養われる。 ●

　4年次に研究室に配属され､卒業研究に

着手すると､多くの学生は学習意欲､学力に

飛躍的な伸びが見られます｡通常､大学で研

究に携わるのは4年次からになりますが､低

学年から研究を教育に結びつけることで意

欲､能力を伸ばそうという取り組みが､キャリ

アハウスです｡とはいえ､１年次で一つの研

究室を選ぶのは､なかなか困難です｡そこで

この課題を解決するため､各学科を超えた

複数の教員からなる｢ハウス｣を設立しまし

上級生といっしょになって研究にトライ

05　UNIVERSITYOF YAMANASH1

た｡参加学生は､1年次11月の活動開始から

2年次前期まで､ハウスで用意された実習中

心の活動を行い､その後､学生が自ら提案し

た研究課題に取り組みます｡2年次前期終了

時に､｢プロポーザル研究計画書｣を執筆､提

出し､各ハウスの代表教員ら(20名程度)に

よる審査を経て､優秀者には最大10万円の

研究資金が贈られます。

　平成21年度の設立以来､学科の再編成に

よる多少の変化はありましたが､平成24年

度以降も12ハウスの体制を継続し､どの学

科の学生からみても魅力的､かつ広い分野

にわたる支援体制が構築されています。

　｢学生主体で､学生のペースを尊重する｣

をプロジェクト理念の一つとするキャリアハ

ウスは､卒業研究､修士研究につながるだけ

でなく､意欲のある学生の自発性､主体性、

積極性を引き出し､実力を伸ばす場となって

います。



活動事例
現在活動している12のハウスから､活動事例をピックアッブしてご紹介します｡

空や宇宙に思いを馳せる

YUFO : Yamanashi university Flyin9 0bjects

　このキャリアハウスの特徴は､｢空｣や

｢宇宙｣に挑むことです｡地面を離れるこ

とは日常の世界､常識を離れることであ

り､｢飛行｣や｢上昇｣に挑戦しようとすれ

ば､思いもよらなかった困難と可能性を

知ることになります。

　このキャリアハウスでは､空や宇宙に

思いを馳せ､自由な発想でテーマに取り

組んでもらいます｡大事なことは自分が

本気でやりたいテーマを決め､目標達成

のために必要なことを主体的に学び､大

音を徹底的に研究

● ‐ ■ 凰 ■ ■ ■ 凰 ● ■ ■ ■

胆に実験することです。

　技術的な困難の克服そのものをテー

マとしても良いですし､技術の新しい応

用を考えるのも面白いでしょう。

気球による

成層圏からの

写真撮影

■ ■ ● － ■ ■ ● ● ■ ■ 値

Sound house(OTO)

　本ハウスは､文字通り｢音｣に関するハ

ウスです。

　さて､音は古来｢耳に聞こえるもの｣で

あり､音声コミュニケーションや音楽鑑

賞などを通して私達の生活を豊かにし

てくれています｡また､音の正体は｢空気

をはじめとする弾性体の振動｣であり､携

帯電話など種々の通信機器における信

号処理にも利用されています｡音響学

は､このように情報科学･心理学･聴覚生

理学･物理学などが融合した学際的要素

が多々あるため､広い視野を有する技術

者の育成に好適な学問分野と考えるこ

取り組みの成果

● ● ・ ● ● ● ■ ｙ ● ● ● ●

とができます。

　本ハウスでは､まず音響学基礎の勉強

から出発し､最先端技術に触れながら学

習を深化させていきます｡最終的には、

参加学生自身が､日頃から音について感

じている｢ＯＯが聞きづらい｣の問題解

決や､｢○○な音を聞いてみたい｣という

願望実現に挑戦してもらうことを狙って

います。

　ちなみにハウス愛称であるOTOは｢音

のローマ字表記｣ですが､英語の接頭辞

｢oto-(耳の)｣でもあります。

●

電動ヘリコプターのコンピュータ制御

気球追跡実験

音のロケ風景(中央のマネキンが特殊マイク)

コンピュータによる音作りの様子

タ１-’ｊｔＪ１妻琴鼻’・雀

Ｊ ・

　 － ･ 一 一

　 -

　 - ･

- - = = － － = ‾ 皿

-
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機械工学科　　　

/rry　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2.'一式..一　_..‥‥‥._..　　　　　xDepartment of Me(hani(all:2二:2:_____________　＿　_＿_________-一一一一一一一一一一　　　　　　　__　゛肖

　　　　=‾‾‾‾゜＝==ﾆ==゜=ﾆ=='匹Ξ‾……5‾"Ξ'゜‾'珊･･････　　　　　　　　　　　・胞辿｀.
覗⊇＝=日..……＝E＝四‥_､．、

ものづくリ技術に加えて、自動車･航空宇宙･医療福祉．　　　　　心扁渚

動カエネルギー分野における最先端の技術を学べます。

-----------一一-~』溺

尚｡ごごこごこ

カリキュラム

　　　　　　　　　1年次　　　　　　　　　　　　2年次　　　　　　　　　　　3年次　　　　　　　　　　　　4年次

●

-

１

医療･福祉･科学捜査l

　超高齢社会を迎え､福祉･

医療･科学捜査などの分野

で､人体損傷の評価が重要

になってきています｡例え

ば､介護･福祉分野におい

て､サービスロボットの開発

が積極的に行われておりま

すが､人体接触･損傷に関

こ関する研究

伊藤　准教授

する評価が不可欠であります｡また､事件･事故の科

学捜査においては､裁判長制度の導入によって､より

高精度な人体損傷の検証･評価が求められています。

　本研究室では､人体損傷評価を中心に医療､福祉、

科学捜査に関する研究を行っています｡具体的には、

　1.外力による人体損傷メカニズムの解明

　2.高齢ドライバー運転リハビリシステムの開発

　3.三次元人工股関節手術計画立案の自動化

　4.その他(医工連携による安全技術の開発)

といった課題に取り組んでいます。

一 一 一 一 ‥ 一 一 一 一 一 一

運転リハビリ用シミュレータ

刮
　
■
　
－
－

Ｗ
　
５
　
４
　
３
　
２
　
１
　
０

　
　
一
一

ｒ

人工股関節三次元応力解析
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電気電子工学科
Department of Electronics and Ele(tricalEngineerin9

～ｊ

｀●国

Jここに二心

太陽光発電､集積回路､通信技術､電気電子工学技術は未来を

大きく変える力があります｡あなたも未来を創リませんか？
４

カリキュラム

　　　　　　　　　　　１年次　　　　　　　　　　　　２年次　　　　　　　　　　　３年次　　　　　　　　　　　４年次

　　　　　　　4’　　j 12=　　　　　　　　　　．ｴ　日“･1　　　　　　　　　　　=E

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　゛　日’″1　　　　　　　　　　゛　　　　　　’‘｀　　　　　　　.。l

　　　　　　　－’.こ玩こー;j: ‘　　　　　　　，-　一一　　　　”ダ･　　　　　　＝’,’゜‾ニー　　　　　　　　　　　　　　I

　　　　　　　＿’゛1j゛　　　　　　　　　　E_.1.　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　゜●　　　　　　.　　　　　　　　　　　’.　i1 .　　　　　　　　=-　　　　.

● 　xl

菊江゛

大容量ホログラフィック光メモリの開発

　ビデオオンデマンドやハ　　　　　ヽ　　。。

イビジョン放送が実用化さ

れ､更なる映像の高精細化

か検討されています｡また、　　　　kj4.'

消費者やユーザの行動情　　

CS;

報を己したビッグデータ

9

から､新しいサービスを開　　　　本間　准教授

発するために有用な情報

を解析･抽出する技術が近年注目されています｡そ

のような大量の映像コンテンツやビッグデータを保

存するために､私たちは､大容量で､高速転送可能な

次世代ホログラフィックメモリの開発を目指して研

究を行っています｡マルチフレームタイプ超解像度

技術をデータ再生に組み込むことにより､エラー訂

正精度を向上させ､さらに記録密度を改善する方法

を提案しています｡(国際会議ISOM2013発表)

ホログラフィックメモリの実験

記録されたデータ

09　UNIVERSITYOF YAMANASHI
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コンピュータ理工学科
DepartmentofComputerScien(e and Engineerin9

jl

∠与国

几昌ニごニニ言－一一一
一

~

l
l
l
~
“
“
I
I
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
ｒ
－
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ

ソフトウェア･ハードウェアの基礎技術から､人工知能･(ﾆG･

ソフトウェアエ学･感性情報工学などの応用技術まで。

カリキュラム

　　　　　　　　　1年次　　　　　　　　　　　　2年次　　　　　　　　　　　3年次　　　　　　　　　　　　4年次

j‐ ● 111
｜

－

－一
一

●●J'●
　≡g

a

脂12¨5ig
………

i

g 圏 ● ｋ
.w;94＿j.1･¨旦　≡　　

:!9 『1『 習1
１

㎜t●』・C:
・.ΞΞ軸

　　　　　　　　　　　　　　●_四　　　　Ｊ

-＝＝=一一‥n∃E-一一　　　皿

●　

情報系技術者の基礎と　　　十算機科学の多くの基

　　　||

なるﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを入

｣　lj

礎科目を演習､実習､実

　　　　学直後から学習します。　　　　験を通して学びます。

　グループワークで高度な

|'

ソフトウェア開発を行い

　ます。

　これまで学んだ知識を総

　動員して､指導教員のも

lj‾

とて研究を行い卒業論

　文にまとめます。

高品質音声分析合成と声質変換技術の実現

　ボーカロイドの楽曲がカ

ラオケ人気ランキングの上

位を占めるようになりまし

た｡今後ますます自然な音

声を合成する技術が進み、

その成果が世間に広がって

いくでしょう｡しかし､表情

豊かな音声の合成や人間

森勢　特任助教

の気持ちを理解するシステムはまだ実現されていま

せん｡私たちは人間とコンピュータとの高度なコミュ

ニケーションを実現するために､音声から｢相手の気

持ちを推定する｣技術､｢表情豊かな音声を合成す

る｣技術の開発を目指しています｡私たちが開発した

音声合成システムは､現在世界中の研究機関で利用

され､様々な学会で受賞しています。

＠
農
作

　　　　　高さ

　音色

　　　かすれ声の程度

分析　　　　　　　　　　　　　合成

＠
畠
一

音声を構成する3つの要素｡収録された音声から3つの要素を

精度よく分離することが重要な課題です。

開発したシステムの動作例 学会で受賞した賞状

Ｆ

Ｉ
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情報メカトロニクスエ学科　　　　　　　

、

　　　　　　　　　乙　‾｀゛~Z｀ぷ'S ･r゛ゝ･ja.'ヾr'ごx弘aヾ゛.゛.゛､り｀Qヾ　♂　%

複数の学問領域(機械･電気･情報)にまたがる統合ｼｽﾃﾑ　

゛白4S』　　　　　　　
冒

カリキュラム

電子機械製品の設計と作動に不可欠な機械･電気･情報の融合技術を学びます

１．既存の1学科では対応困難な学科横断的教育内容

２．コアとしての機械･電気･情報のいずれかの専門教育

3 .Proje(:tBased Learnin9(PBL)の継続的実施

情報メカトロニクスエ学科ホームページ

　　　　http://www.jm.yamanashi.acjp

1年次　　　　　　　　　　　　2年次　　　　　　　　　　　3年次　　　　　　　　　　　4年次

１
● 四

１

kj｀-111 回

一
「

１ ･;･一
！S

耳gZgri;IΞ

●囃圖ーj,ｉ
i-

jl
一

㎜iζ　　一一=　　:ji皿

　1年次から実験
●　

や実習などを

　多く行い､｢も

　のづくﾘ｣の体

　言

　ます。

｢機械をゼロからつくる

設計力｣｢電子回路設計

やシステム制御技術｣

｢システムをあやつる情

報･制御･プログラミン

｣

ｸﾞ技術｣を学びます。

協働開発育成

のためにグルー

プによる開発実

践教育を行いま　

ｉ

す。

●

ｒ　
．．　・４１

　　．　　１　　　　　，　　　　ｊ

ステレオカメラによる三次元環境認識

　ステレオカメラは人

間の眼と同じように2台　　　ご

のカメラを並べたカメ　　一一

　　　　　　　　　'-　ﾆ。ラシステムです｡この２　　　　｀‾

台のカメラで同じ物体

を撮像し比較すると視

1

差(画像間での物体の　　　　丹沢庵教授

位置にズレ)が生じま

す｡この視差により､コンピュータも人間の眼と

同じように周りの環境を立体的に認識できるよ

うになります｡立体的に環境を認識できれば､色

や模様に関係なく自動車や人間などを容易に確

実に見つけることが出来ます。

　私たちは､自律移動ロボットや自動運転の自

動車などの眼としてステレオカメラを用い､より

人間に近い賢いロボット､より安全な自動運転自

動車の実現のための研究を行っています。

‰

　　　⊇ｈｊ　　　ｌ　　ｌ

、ヽ　_Ξ･　．．………
こ．こ-

l
.｀‾　　　　　　　　　J

　……‾'゜゛lぷ　？ミ

●
　ステレオカメラ

三次元分布は

下図になるから

障害物はどこかな?

ロボットはどう動けば

安全かな？　　　　，

l;一『

三五:谷:?｡ﾚｰ-、

Z券｡ｇ=ぞiこ戈　・

に>

　　　　　距離分布喜慟

(四を色で豪琉近■皿皿遮)

移動ﾛﾎﾞｯﾄ

　ぼ）

　コンピュータが認識した環境

(直進はぶつかりそうだな‥･避けよう)
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●

｜

土木環境工学科

実現するエンジニアを養成します。

瀞

　　土木環境工学科ホームページ

http://www.cec.yamanashi.ac.jp

カリキュラム

　　　　　　　　　　　　　　　１年次　　　　　　　　　　　　２年次　　　　　　　　　　　3年次　　　　　　　　　　　　4年’次

　　　一

　　　　　　　　元恥’-･丞　　　　Ξ　　　　　　==ｓニ旦恥　≡　　　　　　　　　　　　　zz　　　　z

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　4’　　iljl:　　　　　･j　　　　　　　i ‘.　　μ;　，･:　・ .　　　　　　・ ･･I¥.　　?こ　　　j1;

　　　　　　　ﾐΞ-こべ･.-　　　　　　　　　　　　　　　；　　　　　　　　　　　　　　　　Ｓｉ１　７　．
　　　　　　　　巨弓-　’　　　　　　．＿ ｋ｀゜．ぷt

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”’　　　咲色　　　　　　　　　　　　゛’　j ltlj°　　　　　　　　　　－ 1，v

　　　　遍諾圭謳回爺ぞyμJ　‘　　　　　　　　　　　　’一泥　５　　ｚ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

土木工学の専門科

目の基礎を広く学び

ます｡防災･環境など

重要なテーマの基

礎を学習します｡ま

た､実験や演習科目

も充実しています。

便利で生活を支援できる新たな移動環境の構築

　皆さんは､バスが使いにくい

と思ったことはありませんか?

バスや鉄道などの公共交通は

複数の人が利用することを前

提とするため､一人一人にとっ

ては必ずしも使いやすいとは

限りません｡どのようにしたら

多くの人にとってバスは使い

やすくなるのでしょうか?

佐々木　教授

１)山間地を走るバスに対して､現地調査をもとにルー

　トの提案からバスダイヤの変更までを実施し､従来

　比４倍以上の利用者に増加させました。

２)運行情報だけでなく､地域情報を盛り込んだわかり

　やすいバスマップを甲府市と共同で作成し､好評を

　得ています。

３)地域で乗合を支援するシステムを構築し､それを実

　証的に運行しています。

１)と２)の研究の成果は､日本モビリティマネジメント会議において、

それぞれ技術賞及びデザイン賞として表彰されました｡３)の研究は総

務省からの支援を受けています。

　ｙ‥･･　|ゝ
－¨－一一
｜　提案した

●

－‥‥‥　　　‥‥‥‥i‾ｉｌじｉ｀
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応用化学科
Department of Applied（hemi5try

|に|出

ｊ

諾諾

応用化学科ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ
http://www.chem.yamanashi.acJp

安全･安心で快適さを保つ新素材･高機能物質やクリーン

エネルギー開発､環境問題に取り組む専門技術者を育成します。

カリキュラム

●
１年次では､理工系科目ばかりでなく一般教養や外国語などの基礎力を養成し､２～３年次で化学分野の専門技術者としての基礎知識の修得､さら

に多くの実験･演習科目により化学的な課題に取り組む基礎学力を身につけます｡４年次には卒業研究として各研究室､クリーンエネルギー研究セン

ターなどで最先端の研究に取り組みます｡また多くの学生が大学院へ進学しさらに専門性の高い内容を学び､より実際的な化学的課題に取り組む能

力を身につけています。

1年次　　　　　　　　　　　　2年次　　　　　　　　　　　3年次　　　　　　　　　　　　4年次

で一

　'-一一こ-‘乙Ξ･i

１

la
１

ｉ S　　　　　　

Ξ

j

-.。　　　　　　　　　　　　

’尼゛

;1 = ･ =

回

　

　　　‾二ここ乙＿こ‾二_-　ご‾=
FI

･jQ応{ZX-皿月託!ｉｉ●Ｉ-ヱJail-

--゛--－-=－'ﾖ匹.匹呂一旦＝色翌翌1毘『
ぎ四

T:皿|-皿|-
　 － 一 一 一 一 一 一 一 一7 － 細 心

一 一 － 一 一 一 一 一 一 - － - - － － － － － － － － - -

－ - - － － － － － － - - － － － － . 二 _ _ _ ＿ _ _

●
｢ものづくリゼミ｣で

幅広いものづくリ体験

応用化学科では１年次から約２年間､各

研究室で少人数のゼミ形式で自主的な

ものづくりを体験します。

ﾔ1り1年お

ﾚﾗﾌ上

応用化学実験IVで

スムーズな卒論研究へ

3年次後期の応用化学実験IVでは各

研究室に配属され4年次の卒業論文

へのスムーズな導入を行います。

116

卒業論文発表会の様子(2月)

●

賢い(インテリジェント)材料を用いた有機ロボットの開発

　生物から｢動き｣のエッセ

ンスを取り出し､環境変化

や刺激に応答して動く｢賢

い(インテリジェント)材

料｣を作ることはできない

でしょうか?｢動かない｣有

機材料に刺激を与えて自由

に変形させることができれ

実績　准教授

ば､柔軟でしなやかに動くロボットや人工筋肉が実

現できます｡私達は､導電性高分子(電気を通すプラ

スチック)に電圧をかけると空気中で縮む現象を､世

界で初めて見つけました。さらに､導電性高分子の

フィルムを折り紙のように折り曲げることで､虫のよ

うに歩く有機ロボットの作製に成功しました｡軽くて

柔らかい介護用パワーアシストスーツや点字ディス

プレイ､能動カテーテルなど､医療･介護･福祉分野

での応用が期待できます。

■■　-･･ ■　㎜　　　　　■■■■■■■■㎜■て]

:

……………

j

岬ｿﾞ|

　---･･　..‥　'･･ '

･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ = ･ ･ ･ ･ = 　 　 ・

４ 一 ４

… … … …

工

二

… … …

　 ■ ■ ■ ■ ■ ■ 　 ■ ■ ■ ■ ■ ㎜ 　 　 ■ ■ ■ ■ ■

= ･ - ㎜ ㎜ ■ ㎜ ㎜ ■ ㎜ ㎜ ㎜ ■ ㎜ ㎜ ㎜ ■ ■ ■ ■ ■ ㎜ ㎜ ■ ■ ㎜ ㎜ ㎜ ■ ■ ㎜ ■ ㎜ ■ ■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■ ㎜ 　 ■ ㎜ ■ ■ ■ ■ ㎜ ■ ㎜ ■ ■ 　 ㎜ ■ ■ 　 ■

-・ごｰ〃･･‾‾･'

■■■　■㎜　　■　■

77'‾3耐ｉ　…………

-．妬一

導電性高分子のフィ

ルムを折り曲げて

作った有機ロボッ

ト｡2Vの電圧を両端

にかけると伸び､電

圧を切ると元の長さ

に縮む｡両端に取り

付けた足が曲がっ

ているため､伸縮を

繰り返しながら一方

向に歩く。
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先端材料理工学科
DepartmentofScien(eforAdvan(ed Materials

iﾉﾌ　，
。／＼轟●ノ

/’　ﾏ＼

レダ｀‘綴

　先端材料理工学科ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ
http://www.szr.yamanashj.aCj3

人類が未だ手にしたことのない物質の設計･発見！

これを目指し､時代を超えた普遍の学問を学びます。

ｙ゛ｙ
み仏

　嚇　４
カリキュラム

　　＿　　　　　　　　
1年次　　　　　　　　　　　2年次　　　　　　　　　　　3年次　　　　　　　　　　　4年次

　　一　　一一　　㎜㎜㎜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-=
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／七万万善緬Sd
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１

１

９

S　

S

。゛　　　　　

゛II－･=･l＝・

｜

Iy田|-!;　Ｉ　　　Ｚ
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●　初年度は入門科目　　　専門科目の基礎を　　　　　　　　　　実践的な問題を解

　および実験が充実　　　学びます｡これら　　　　　’　　　決する能力を培いま

　しています｡数学･物　　　は､技術者･研究者。　　　　　・　　　す｡材料の作製､特

　⑤昌じ万

丿

叉宍万万
J

　ﾗﾝｽよく学びます。　　　ために大切です。　　　ji　　j.｀｀ 性を深めます。

授業や実験は最終年

度の卒業研究に生か

されます｡しかし､研究

は教科書にない出来

事や発見の連続です。

●

紙の概念に革新を!＝色素材料の開発＝

　紙を電子化でき

るとパピルス以来

の紙の概念が大き

く変貌します｡エレ

クトロクロミック材

料はこれを実現す

るための有望な機

能性有機化合物で

中
性

小川　准教授

す｡その原理は､例えば中性では赤色を示

すものが､プラスの電位をかける(酸化)と緑

色に変化し､マイナスの電位をかける(還

元)と青色に変化することです。

　右に示すような分子(TPP)を合成し､中心

金属(Ｍ)を変えることで単一の物質で赤、

緑､青の三原色を表示できます｡このような

材料が､近い将来､電子化された紙などの

表示装置で活躍すると期待しています。

酸
化

還
元

　雫

こ7=ﾌﾟ霜

ﾌﾟ‾ﾆ

ZnTPP

●

FeTPP 　　(oTPP

I)

　　AgTPP

lj

雫
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〔研一褐〕

この印段物は､印●用の祗へ

　I』サイクルできます｡
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